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しい胞質掌

～石炭の語④～

石炭の話もいよいよ最後の回となりました.今回は

石炭の利用面や石炭を採掘するにともなって出る坑内ガ

スその他のものの利用面をとり上げてみたいと思いま

す.また石炭資源開発のための新技術や新地域なども

地質に関係ある部分を少しのぞいてみましょう.

1.石炭はどのよう喧利用さ机ているか

わが国における石炭の産出量は年平均5,000万tとい

うのがだいたい常識になっています.経済上の問題

や不測のことのために多少上下はあってもこれが1つ

の目安となっています.昭和39年度の集計を見ますと

無煙炭とせん石をあわせて2,267,052トン石炭は原料

炭と一般炭とをあわせ48,507,008トン総計50,774,060

トンの生産があカ室っています.この中でせん石という

のは火成岩や動力変成などでできた天然コｰクスのよう

なものをv･いその用途は無煙炭とほぼ同じです.原

料炭というのは製鉄業などで使われる粘結炭のことで

一般炭とv'うのはそれ以外普通多方面に使われる弗粕鰭

炭のことです.このほか品位の低い褐炭(亜炭)の単

産ほ641,062トンとなってV･ます.

原料炭としての用途の最も大きい部分は製鉄業で

他方一般炭のそれは重油とまぜて燃焼し発電のため

のタｰビンをまわす燃料と在る割合いがもっとも多い⑳

です..その他の用途につV･ても第1図について見られ

るとおりです.守部･大牟田･常磐｡北海道薇川そ⑳

他など各地には大きな火力発電所カミ建設され操業して

いることはよくしられてv'ます.

石炭そのものが私たちの生活の中で燃料をしで使

われていることはあたりまえのことです秘近頃都会で

は取扱いに便利な石油ストｰブ添用いられ為よう絡扱勤

ました.しかし一たび都会をはなれる栓凄怒凄愁～･

ろり｣の生活カミありますし東北地方から北の寒い園に

蟄練

項炭螺

ゆきますと暖房も秋ぐちから春先にかけてとても石油

ストｰブだけでほ追いつかないことがわかります.こ

うした折近くに石炭の産地や亜炭をほっているところ

があれば大てv･は石炭ストｰブが使われているのをみ

ることができます.

寒い北海道の冬しかし室の申は石炭ストｰブの暖か

みて上衣をぬいでもまだ暑v･という風景をよくみますし

そこでビｰルをのんだ経験のある方も多v･と思います.

こうした暖房というものはストｰブや灰の取扱いカミ不

便だとはいわれているのにもかかわらず捨てカ量たいのは

燃料が安いという点ばかりでなく石炭の燃える暖さカ茎

何よりもまして私たちの肌に心持がよv･からでしよう.

それは感覚的に捨てがたいものです白石炭をたくカ亨

もいるいる工夫か加えられて慧護した瀞ここに新しい

型式の風呂ガ字の2つを示して潟書漢し花百五つは看

炭をたき五つは煉炭をたくものです｡

鱗駿といえば豆炭などを典紀固形燃料の主をなり

ているものですがその原料は無煙炭です｡無煙炭は

もちるん煙が出ないことを熱量柳､側0～悪｡o⑪肋孫ジ

ｰあいう高いものであり粉炭1忍怒な聾やすいので固め

て使われ凄す｡現在では凶口県大績熊本県天草⑳驚

炭照から産出するもの秘大串をしめて灯戴す秘外地か

跳律闘約五婁O万トンも輸入して潟ジ繍脚卜番多く

使用凄れてい漢す.この嫌炭の形をつくる紀も以前は

糖蜜など使われていましたカま今ではパルプの廃液など

第1図石炭の利用原料炭の用途マ般炭の踊繊(溺鰺讃調養繍静都鰯§)
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が使われているようです.

さらに石炭を工業化学の方面で原料として使うという

ことになりますと乾溜工業の分野になります.こ

の分野では卒直にいって石油化学の発達におされ最近

は非常に下火になっていることは否定できません.む

しろあとで述べるように坑内ガスを使っての化学工業

が注目されています.その他の工業に石炭を使う面と

なりますとその1つにセメント工業カミあります.

無煙炭をセメント焼成の原料の1つとしても使いまた

混焼用の燃粋としても使うというもので立型キルンを

使う工場では重用されています.写真で示した工場は

近くに大嶺炭田という無煙炭産地があり背後には秋吉

台とv･う大石灰岩産地をもつという地の利をしめている

こともあり盛んに操業しています.また各炭鉱会社

の万カに石炭の利用面についてたずねますとこのほか

にもブリケット｡着火剤などポあります.

2.炭固菊スの利用

第3図石炭利用の風呂藷(字部興産)

前にも述べましたように石炭層の操掘に伴いまたは

地上や坑内の試錐によって出る炭田ガスは莫大な量にの

ぼっています.現状ではその危険性を防ぐばかりで

なくその利用面もじゅうぶんに研究されています.

いわばガス爆発などをふせぐガス抜試錐などを利用して

利益になるように考えているわけです.坑内から出る

ガスにはメタン(CH･)が80～90%前後をしめているわけ

ですからよい燃料でもあるわけです.昭和39年度の統

計によりますと炭鉱のガス抜きによりえたガスは全

国20炭鉱で総計3億213万1935立方メｰトルでこのう

ち2億1015万8305立方メｰドノレカミ何等かの形で利用され

ています.その差はただ空中に放出されているわけで

ガス資源カ三まだまだ利用される余地があることを示して

います.

利用の内わけを見ますと57%か自家発電10%祉メ

タノｰル生産30%が暖房用残り3%がその他となっ

ています.発電を大規模に行なりている例としては

6千kWの発電機を動かしている松島炭鉱大島鉱業所や

第4図煉炭利用の風呂釜(これを

永申に沈める)〔字部興産〕

燦)(蛇紋岩)磁石〕㈱土)條煙炭)

組舛機

調合機

調合機

粉砕機撚娩

無

原料捕塊艦燦

調整陣

加1遺

漣舎

シャフトキルン燃焼

クリγカ}排出

第6図セメント工場の過程を簡略化したもの(伊佐工場)

第5図

セメント工場(山口県伊佐無

煙炭便用立型キルン正面の

円筒は石灰看貯蔵庫)�
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第7図炭団ガスよりメタノｰル製造(三菱大夕張鉱業所)

その他北炭幌内鉱などカ三あります.またメタノｰル製

造は三菱大夕張鉱カ茎カｰボンブラックの製造は太平洋

炭鉱カミ水素生産の原料としては常磐炭鉱カ茎それぞれガ

スを供給しています.また都市ガスペの導入について

は常磐市で常磐炭鉱が行なっておりそれぞれ意慾的

にまた企業的にも成功している例でありましょう.

また一方ガスをそのまま鉱業所自体の燃料として使用し

ているところもかなりありとくに寒い季節の長い北海

道においてその例がみられます.禍をもたらすガス

をたくみに利用して福とする技術こそ炭鉱における

新しい明るい面とv･えるのではなv･でしょうか.

3.坑内温泉の利用

坑内から水カミ多量にでるということは採掘する方に

とってはあまりありカ状い話ではありません.揚水す

るのに強力なポシメが多くいりますし作業にも差支え

ます.･ところ恭坑内に温泉カミ出ているとなるとま

た別の利用価値が生ずるものです.
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第9図石炭の木(定性的)〔村田･1964

第8図坑内から温泉をあげる(常磐炭鉱)

昔から常磐炭鉱の湯本坑には温泉が出ることカミしら

れており明治時代から今日まであまりおとろえていま

せん.常磐市を中心とした地域には温泉街ができそ

の恩恵は旅行者もうけています.最近でほさらに大き

Iな娯楽センタｰもできますます発展の模様でもありま

す.しかしその泉源についてはまだ調べることカミある

ようです.坑内では40度をこえる暑さとなり採炭に

は苦労ポいります.わカミ国でも他にあまりきかない

1つの現象として特記すべきことでしょ･う.

4.｢;石炭の樹｣は茂っているか

今までいろいろの石炭の利用面をみてきました.さ

てここでその利用面を化学的用途ということにまたしぽ

ってみますと私たちはよく教科書でみた｢石炭の樹｣

を思い出すことができます.

1本の大木の根本は｢石炭｣でありその枝がわかれ

るに従っていろいろの製品がそこに面かれています.

私たちは石炭から生成されるものカミ多くまた身近なも

のなのに驚いたものでした.しかし最近の化学工業の

変せんて果してこのままの樹の形でよいものでしょうか.

つ蜜ゆ看炭の樹が理論的紀嚢た理想的に茂れはそのよう

な形になるのですがそのおかれている嫌境によりて枝

の㎞方か太くなり他方が細くなるという現象は当然考

えられ蜜す再

築10図石炭の木(定量的)〔1964･村岡〕�
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第u鰯須巌繊亨餅刻陰の至りの嬉ダル《ぺ竜へ罰熟勲舳タア鶉溜磯)

エ拮鋤讃臓襲､維獺幾下の瀦綴露頭警｡鶴斜並航選苗並大椀

滋養｡抗遺愛､騎火鑑亨､筑勢嚢｡凝層噌の兼ア森山冷

9.垂直ボアホｰル10.傾斜ガス排出ボアホｰル

この点について日本揮発油KKの村岡當二郎氏ほそ

の著書の中で石炭の用途についての正しい認識につv'て

ふれておられます.その要旨は｢その国の経済的な

基盤カミその国の科学技術の発達に限度をあたえ規制

する.石炭化学におv･ても例外でほない｣ということ

です.

看炭の樹にしてもそれは技術的可能の表現であ

ってその実の中には石油やガスからできるものもある

しただ同じ｡ような大きさの実として表現せず量的な

考えを入れた方がよろしいということです.

こうした者を入れた｢石炭の樹｣をここに2種類引用

させていただきました.'現在のように多量に石油カミ

輸入され天然ガスが開発されますと前にのべたよう

に石炭化学の方面は経済的にはどうしても下火にならざ

るをえません.利潤の上にこそ成立つ会社ではやは

り液体およびガス燃料にその原料を求めざるをえなv'こ

とと思〉･ます.しかし石炭からの何らか新しv'方法で

技術力欄発されるとすれぱこうした工業も再び復活す

るかもしれません.その牟めにはやはり基礎的な面で

研究は継続されることでしょう.

第i脳坑榊ζお汐る泳力擦炭(明清鉱業笈笈提供)

5.石炭採掘技術の新生繭

わが国には石炭資源カミまだ見方によっては豊富である

ということはすでに前回までの資料によっておわかりの

ことと恩V･ます.しかし現実には炭鉱カ欄じ･られるこ

との多いのはどういうことかと考える方もありましょう､

石炭を掘ること淋でき出炭はするが収支が赤字にな

っては企業ポなり立ちません.そこで何とか経営の合

理化を考えるということになりますと炭鉱においては

何よりもまず注目されるのは採掘のコストと人件費とい

うことになります.企業として炭鉱は人間を多く使っ

ているということで有数のものといわれています.

採掘のコストというと物資とくに電力｡資材･その他

の値上りは響いて来ますかこれカミ下らぬとなると技術

そのものを改革しコストを下げるということに重点ポお

かれます.一般的にいって炭鉱につとめる地質技術者

は開発の当初においてはまずその地域の地質しらべを

試錐･坑口の位置選定当初期の段階に貢献します..坑

道沸掘られ採掘がすすんでくると日々起こってくる多

くの問題だとえば坑内断層･炭層の状況｡坑内水｡ガ

ス等の調査など忙しい仕事に追われまたそれと共に炭

簾13図将来の開発地の一例(目録有明開発事務所)

…理化の仕事はさまざまです.

他方合理化の面を採鉱の方面か

ら見ますと作業の無人化･採炭

機械の自動化･コンベアや支柱の

改良などまだ防災の立場からみ

蜜すとガス醤報装置･落ばん予

測落ばん計の開発等々があります.

毎年通産省の保安局･石炭局等

では錐下の各研究所にたいして

･採炭資源開発に関する新しい技術

的間魑について研究要麹螺題�
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というものを出しています.それをみますと国とし

てどういう方面に改良と合理化がされなければならなv･

か指示されているともv･えますし重点になっている考

えの一面がわかります.

最近のものを見ますと採掘と掘進の自動化のための基

礎研究つまり採炭機｡コンベア･支保などの切羽機械の

自動制御や遠隔操作全断面掘さく技術つまり掘進の完

全機械化ガラス繊維やプラスティックによる支保材の

研究石炭スラリｰのパイプ輸送などがあります.

その他石炭層を地下でもやしてガスをとる石炭地下ガ

ス化法坑内で水力によって石炭を採掘する方法海底

資源を開発する方法などもあります.こうしたことを

研究実施しつつ採掘コストを下げるということがわ

が国の炭鉱における1つの課題であると〉'えましょう.

おわりに

石炭資源開発にふくまれるいろいろの問題は大きく

また広いもの淋あります.最近いくたびか政府も炭鉱

調査団を各地へ送ってその実情をしらべておりますが

何回目かの答えも近く出されると思います.

わが国には石炭がなくなったのではなくていろいろ

の事1青で採掘を集約しなくてはならないのだということ

わカ茎国のエネルギｰの使用構成上国産燃料そある石炭が

非常に苦い･立場におかれて来たということなどはいえ

ると思います.しかし製鉄業用をはじめわが国の年

間輸入炭量カミ年々増え昭和39年度は原料炭1;245万ト

ン無煙炭119万トシもあったということはギはり需要

が供絵を上まわっていることを物語っています.

国内の炭同ヨを新たに開発する工つの例として九州の

有明海の北部一帯は今新しい希望か生れています.

海底にある大炭田がやがて採掘されようとしてv･ます.

またわカ幅の石炭地質についての技術は評価され東南

アジアや近東の国々の石炭資源の開発に貢献しています.

石炭資源の開発がじゅうぶんでない国ではその技術は

大いに役立つことでしょう.

国内での探査開発技術の向上国外での資源調査など

国の内外におけるこうした動きは石炭資源開発の将来

に1つの道を示しているともいえましょう.

(本稿は下記資料をもとにして徳永がまとめた)
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1新刊紹介1

｢水資源ハンドブック｣〔朝倉書店〕

その書評に寄せて

くらた･のぶお

1956年地盤沈下を抑え工薬用の地下水の利用を調整する層的で立法さ

れた工業用水法が国会を通過Lたころからようやく目をさましたわカ咽の

水の分野でほその両3年後発生した江戸川の工場廃水事件に端を発した河

川の汚濁問題によってますます激しくゆりおこされる破目になった.以

来数年の間にかつての水豊かにして永にあふれていたみずほの国が急

速に水の経済性を論じ合わなければならない国に変貌を余儀なくさせられ

てきたのである.

もっともその背景には朝鮮戦乱の際の経済ブ}ムから引きつづいた経済

倍増計画や限りなく集中してくる人口限リ柱く過密化する都市などv'

ろいろの社会的条件がひかえていたのではあったが一･ともあれここ

数年のわが国の水の分野における知識経験の集積技術の開発法律の制

定そしてひっくるめていって大衆の水に対する認識の深まり具合ねどは

史上かつて例のないくらい豊富で意よく的でけんらん豪華なものであっ

たとv'うことができる.

むろんこれら知識経験の集積のために能率的な運搬役を買ってでたり

技術の開発を積極馴ことりもったのは7～8年来次々に誕生してきた水専

門の月刊誌やノ･ンドブック式の書物あるいは水に関する関する単行本の類で

あった.雑誌にして十指をかぞえ刊行済みの書籍にして30余種におよん

でいる.わが地質調査所も地下水の方面でおおいに協力してきたのであ

るカ重･….

ところで380号(66牢5月号)を数える日本永遣協会の水道協会雑誌と

もなると毎月掲載される論文や報告の傾向や内容カ舵いたい想像がっくが

10年このかた比較的新しくできた水利科学用水と廃水工業用水注どにな

ると種々さまざまな原稿がでていろいろ見泣いと予想しにくい.とく

に急速に開発された技術面のことともなるとその幅広い分野をま新しい

しかも数多くの種類の雑誌のなかから絶えず探し諌めるには大変な気使い

がいる.とくに研究書見専一にいか削･忙しい専門家には目こぼし見

のがしもやむをえないということになろう.

こん往事情のところで幅の広いすそのひろカ;る一方の知識経験開発

技術法律制度抵どについてせめてその大事なところだけでも見易くと

リまとめられているということほすごくありカ;たいことである･柾れぱ

こそ出版界では両3年来この点に焦点を合わせたかたちで事典式便覧

もしくはハンドブックのかたちでいく通りかの刊行物が世にでている.

産業図書(周本]二業用水協会)の工業用水便覧地人書館(水利科学研究所)

の水利学大系丸善の用水廃水便蒐狂どがまずあげられるしさら恒くぴ

すを接して企画されているものもある.

朝倉書店のノ･ンドブックシリｰズの一つとして刊行されたこの水資源ハ

ンドブックもまたそうした水の専門分野における知識経験および技術の集

大成でありとくに水資源&セ'う基本的学術的観点からとりまとめている.

前年出版の資源鉱物ノ･ンドブックと好一対差当り姉妹篇という類であろう･

資源という観点からとりまとめられている眼リにおいて永剃学研究所の

水利学大系(全8巻)に近い内容であるが650ぺ一ジほどのなかに教科書

式にとりまとめられている点技術関係者にはそのままテキストと扱りや

や専門の研究者には虎の巻として重宝な存在となろう･むろん高等学校

中学校の先生方にもわが国の水ゆ世界のことを正しく要領よく教えるた

めの教材の取材源として完ぺきであり学生諸郡こもやや高価拡投資をし

v･られはするが水のことをいっちょうしらぺてやろうというよう匁御仁な

らまごとにうってつけの書物であり投資の効果は余り時間を経ずして十

分にあらわれてくるであろう.

水資源ハンドブックA5659ぺ一ジ監修安芸峻一多田文男

執筆者主として若手専門隷35名本文のほかに主要参考書索引

資料篇(記事広告注ど)

目次内容1.総論2.水の存在(地表水地下永)3.水の調査取

水(地表水地下水)4.水の利用と災害(産業と水災害

新しい技術への動向)(重量1400グラム定価3,800円)�


